
皆さんは七夕の短冊にどんな想いを乗せましたか？ 七夕の日はメ
ディセレ開校記念日（2007年7月7日開校）でもあります。もう12
年が経ちました。
私は国家試験に落ちたことがあります。その時、「落ちるとこんな

に大変なんだ」と感じ、その後は国家試験対策の講師になりました。
そして、国家試験に落ちたことで居場所をなくした経験から、「同じ
悩みを抱える人のための居場所を創りたい」と決意し、メディセレス
クールを開校しました。それから、「合格がゴールではなく社会で活
躍することがゴール」だと伝えるべく、次世代の薬剤師を創る会も創
立しました。
国家試験に落ちたことで鬱になった学生にたくさん出会い、心理カ

ウンセラー養成も始めました。また、社長になったことで、薬剤師は
経営や経済を学ぶ機会がないことに気付き、MBAを取得。次世代
の薬剤師を創る会では心理講座や経営視点の話をしています。
さまざまな事業を立ち上げましたが、今でも起業時と変わらず「ダ
イヤモンドはダイヤモンドで磨かれるように、人も人で磨かれる。人
はダイヤモンドの原石」だと思っています。
私が短冊に書く言葉は変わっていません。「メディセレに関わった
学生が全員合格しますように」。ご縁を大切にし、私も皆さんに磨い
ていただき、ともに輝けるよう頑張っていきます。
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